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◇
日
本
無
線
株
式
会
社
三
鷹
製

作
所
跡
地
に
関
す
る
決
議

　

日
本
無
線
株
式
会
社
三
鷹
製

作
所
跡
地
北
側
の
Ａ
地
区
に
、

マ
ン
シ
ョ
ン
680
戸
、
高
齢
者
向

け
住
宅
114
戸
等
の
建
設
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
大
き
な
影
響
が
考
え
ら

れ
る
。事
業
者
は
、地
域
の
環
境

破
壊
や
急
激
な
人
口
増
加
を
抑

制
す
る
た
め
、
現
状
の
計
画
を

見
直
し
、引
き
続
き
、工
業
と
い

う
用
途
地
域
、
都
市
型
産
業
等

育
成
地
区
の
利
点
を
十
二
分
に

生
か
し
た
土
地
利
用
を
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
市

議
会
は
、事
業
者
に
は
、「
日
本

無
線
株
式
会
社
と
三
鷹
市
と
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
協
力
協

定
」
の
確
実
な
継
承
と
、
同
協

定
で
定
め
た
「
三
鷹
市
に
対
し

周
辺
環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
し

必
要
な
協
力
を
行
う
よ
う
努
め

る
。」等
の
対
応
に
つ
い
て
、
近

隣
住
民
等
の
要
望
も
着
実
に
履

行
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

◇
次
世
代
の
学
校
の
実
現
に
向

け
た
教
職
員
定
数
の
充
実
等
に

関
す
る
決
議

　

義
務
教
育
が
国
の
責
任
に
お

い
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
に
鑑
み
、
地
方
公
共
団
体

の
ニ
ー
ズ
や
学
校
現
場
の
実
情

を
踏
ま
え
て
教
職
員
の
定
数
を

充
実
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
次
世
代
を
見
据
え
た
新
た

な
教
育
の
実
現
、
い
じ
め
・
不

登
校
等
の
未
然
防
止
・
早
期
対

応
等
、
教
育
支
援
な
ど
複
雑

化
・
多
様
化
す
る
課
題
に
つ
い

て
、
き
め
細
か
な
指
導
を
組
織

的
に
展
開
で
き
る
よ
う
、
法
整

備
を
通
じ
て
必
要
な
措
置
を
直

ち
に
行
う
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
る
。
よ
っ
て
、本
市
議
会
は
、

政
府
に
対
し
、
次
世
代
の
学
校

の
実
現
に
向
け
た
教
職
員
定
数

の
充
実
等
を
強
く
求
め
る
。

に
所
要
の
財
源
を
確
保
す
る
こ

と
。
⑷
国
民
生
活
に
密
接
に
関

連
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

す
る
た
め
に
は
、
地
方
一
般
財

源
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、

特
に
地
方
交
付
税
総
額
に
つ
い

て
は
確
実
に
確
保
す
る
こ
と
。

▪
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
待
遇

改
善
と
雇
用
安
定
の
た
め
の
法

改
正
に
関
す
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
次
の
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
。
⑴
非
常
勤
職
員
に

期
末
手
当
や
退
職
手
当
の
支
給

を
認
め
て
い
な
い
地
方
自
治
法

を
改
正
す
る
こ
と
。
⑵
均
等
・

均
衡
待
遇
を
求
め
て
い
る
パ
ー

ト
労
働
法
の
趣
旨
を
、
臨
時
・

非
常
勤
職
員
に
適
用
さ
せ
る
法

整
備
を
図
る
こ
と
。
⑶
臨
時
・

非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
、
雇

用
安
定
を
図
る
た
め
、
任
期
の

定
め
の
な
い
短
時
間
勤
務
職
員

制
度
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を

開
始
す
る
こ
と
。

▪
消
費
者
行
政
の
強
化
を
求
め

る
意
見
書

　

消
費
者
は
、
最
新
の
情
報
通

信
イ
ン
フ
ラ
、
購
買
方
法
の
多

様
化
に
よ
り
、
よ
い
物
を
よ
い

価
格
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
や
自
治

体
も
、
消
費
者
行
政
の
充
実
を

図
る
べ
く
、
消
費
者
基
本
法
の

ほ
か
、
改
正
消
費
者
契
約
法
、

改
正
割
賦
販
売
法
な
ど
対
策
を

行
い
、
良
好
な
市
場
確
保
に
努

め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

法
改
正
の
検
討
が
停
滞
し
て
い

る
分
野
も
あ
り
、
消
費
者
が
被

害
を
受
け
る
事
例
が
後
を
絶
た

な
い
。
よ
っ
て
、本
市
議
会
は
、

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
消
費

者
契
約
法
、
特
定
商
取
引
法
、

割
賦
販
売
法
に
つ
い
て
、
未
整

備
分
野
の
対
応
を
含
め
た
法
改

正
を
行
い
、
消
費
者
行
政
の
対

策
を
強
化
す
る
よ
う
求
め
る
。

低
周
波
音
に
よ
る
人
体
へ
の
影

響
に
つ
い
て
、
欧
州
な
ど
諸
外

国
の
科
学
的
知
見
の
収
集
に
努

め
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
等
を

駆
使
し
て
一
層
の
解
明
に
向
け

た
研
究
を
促
進
す
る
こ
と
。

▪
地
域
防
災
力
の
向
上
と
災
害

に
強
い
防
災
拠
点
の
整
備
を
求

め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
求
め

る
。
⑴
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

の
全
自
治
体
へ
の
完
備
・
普
及

や
学
校
区
単
位
で
の
自
主
防
災

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
組
織
化
等
地

域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
。
⑵
流
域
ご
と
の
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
作
成
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
、
適
切
な
避
難
勧
告

等
発
令
の
た
め
の
体
制
構
築
を

図
る
こ
と
。
⑶
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
で
家
族
の
安
否
や
緊
急
連

絡
を
得
ら
れ
る
よ
う
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
置
や
災
害
時
の
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
を
促

進
す
る
こ
と
。
⑷
子
ど
も
や
女

性
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
、

避
難
所
生
活
で
つ
ら
い
思
い
を

し
な
い
よ
う
環
境
整
備
や
防
犯

体
制
を
強
化
す
る
こ
と
。

▪
安
心
な
社
会
保
障
と
強
い
地

域
経
済
を
構
築
す
る
た
め
の
地

方
財
政
措
置
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
要
望
す

る
。
⑴
保
育
の
受
け
皿
整
備
の

財
源
は
、
地
方
負
担
分
も
含
め

て
国
の
責
任
に
お
い
て
適
切
に

財
源
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
⑵

「
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
関
連

施
策
の
実
施
に
つ
い
て
も
、
地

方
負
担
分
も
含
め
て
国
の
責
任

に
お
い
て
適
切
に
財
源
措
置
を

講
じ
る
こ
と
。
⑶
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
」
を

中
期
的
に
継
続
す
る
こ
と
。
ま

た
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
に

つ
い
て
も
、
安
定
的
・
継
続
的

◆
三
鷹
市
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
　

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
に
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
み
た
か
市
民
協
働
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
引
き
続
き
指
定
す
る

も
の
で
す
。人

　
事

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

金
子　

惠
一
氏
（
再
任
）

髙
橋　

雄
二
氏
（
再
任
）

寺
本　

修
子
氏
（
再
任
）

板
橋　

利
定
氏
（
再
任
）

◆
三
鷹
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

三
鷹
市
組
織
条
例
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
常
任
委
員
会
の
所

管
事
項
に
つ
い
て
改
め
る
も
の

で
す
。

意
見
書
・
決
議（
要
旨
）

▪
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
機
の
低

周
波
音
に
よ
る
健
康
被
害
の
対

策
向
上
に
係
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望

す
る
。
⑴
国
は
低
周
波
音
に
よ

る
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
策

と
し
て
、
住
宅
業
者
や
設
置
事

業
者
へ
の
「
家
庭
用
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
給
湯
機
の
据
付
け
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
の
周
知
徹
底
を
図
る

こ
と
。
⑵
都
道
府
県
単
位
で
専

門
窓
口
を
設
置
し
、
国
・
都
道

府
県
・
市
町
村
相
互
の
連
携
を

強
化
し
、
被
害
者
を
孤
立
さ
せ

な
い
体
制
を
整
え
る
こ
と
。
⑶

　

東
部
水
再
生
セ
ン
タ
ー
長
寿

命
化
業
務
等
委
託
事
業
の
債
務

負
担
行
為
を
追
加
す
る
も
の

で
、
東
部
水
再
生
セ
ン
タ
ー
の

監
視
制
御
設
備
等
の
更
新
と
と

も
に
、
管
理
棟
の
耐
震
補
強
工

事
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

◆
平
成
28
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
千
177
万
８
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
123
億
487

万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
27
年
度
の
保
険
給
付
費
等

の
確
定
に
伴
い
、
国
、
支
払
基

金
、
東
京
都
、
三
鷹
市
が
そ
れ

ぞ
れ
財
政
負
担
す
べ
き
額
を
、

負
担
ル
ー
ル
に
従
っ
て
精
算
す

る
も
の
で
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定

◆
三
鷹
市
川
上
郷
自
然
の
村
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

川
上
郷
自
然
の
村
の
指
定
管

理
者
に
、
一
般
財
団
法
人
川
上

村
振
興
公
社
を
引
き
続
き
指
定

す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
ど

ん
ぐ
り
山
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り

山
の
指
定
管
理
者
に
、
社
会
福

祉
法
人
楽
山
会
を
引
き
続
き
指

定
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
高
山
小
学
童
保
育
所

Ｃ
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　

高
山
小
学
童
保
育
所
Ｃ
、
中

原
小
学
童
保
育
所
Ａ
及
び
Ｂ
、

東
台
小
学
童
保
育
所
Ａ
及
び
Ｂ

の
指
定
管
理
者
に
、
社
会
福
祉

法
人
三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会

を
、
連
雀
学
園
学
童
保
育
所
の

指
定
管
理
者
に
、
株
式
会
社
日

本
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
指
定
す
る

も
の
で
す
。

変
更
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

外
国
居
住
者
等
の
所
得
に
対

す
る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得
税

等
の
非
課
税
等
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
国
民
健
康
保

険
税
の
課
税
の
特
例
を
設
け
る

と
と
も
に
、
規
定
を
整
備
す
る

も
の
で
す
。補

正
予
算

◆
平
成
28
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
９
億
２
千
883
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
706
億
２

千
83
万
３
千
円
と
す
る
と
と
も

に
、
繰
越
明
許
費
の
設
定
と
債

務
負
担
行
為
の
補
正
を
行
う
も

の
で
す
。主
な
内
容
と
し
て
は
、

歳
出
予
算
に
お
い
て
、
太
宰
治

文
学
館
（
仮
称
）
及
び
吉
村
昭

書
斎
（
仮
称
）
整
備
事
業
費
の

計
上
、
国
庫
支
出
金
等
超
過
収

入
額
返
還
金
の
増
額
、
臨
時
福

祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）
支

給
事
業
費
の
計
上
、
認
可
外
保

育
施
設
等
利
用
助
成
事
業
費
の

増
額
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
平
成
28
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
８
千
909
万
９
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
203
億
１
千
240

万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

保
険
税
還
付
金
が
当
初
予
算
を

上
回
る
見
込
み
と
な
っ
た
ほ

か
、
平
成
27
年
度
に
交
付
を
受

け
た
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付

費
等
国
庫
負
担
金
な
ど
の
確
定

に
伴
い
、
超
過
交
付
額
の
返
還

を
行
う
も
の
で
す
。

◆
平
成
28
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

雇
用
保
険
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の

で
す
。

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

平
成
29
年
度
分
の
都
市
計
画

税
の
税
率
の
特
例
を
定
め
る
ほ

か
、
外
国
居
住
者
等
の
所
得
に

対
す
る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得

税
等
の
非
課
税
等
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
個
人
市
民

税
の
課
税
の
特
例
を
設
け
る
と

と
も
に
、
規
定
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。

◆
三
鷹
市
川
上
郷
自
然
の
村
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

川
上
郷
自
然
の
村
の
施
設
の

利
用
料
金
の
改
定
等
を
行
う
も

の
で
す
。

◆
三
鷹
市
立
児
童
遊
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

井
口
南
児
童
遊
園
の
用
地
を

返
還
す
る
た
め
、
当
該
児
童
遊

園
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
学
童
保
育
所
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

高
山
小
学
童
保
育
所
Ｃ
と
連

雀
学
園
学
童
保
育
所
を
新
設
す

る
と
と
も
に
、
五
小
学
童
保
育

所
と
東
台
小
学
童
保
育
所
を
そ

れ
ぞ
れ
Ａ
・
Ｂ
と
し
て
名
称
を

◆
三
鷹
市
農
業
委
員
会
の
委
員

の
定
数
を
定
め
る
条
例

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例

委
任
さ
れ
た
農
業
委
員
会
の
委

員
の
定
数
に
つ
い
て
、
20
人
と

定
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
議
会
議
員
及
び
三
鷹

市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
市
議
会
議
員
と

市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
の
公
費
負
担
の
限
度
額
を
、

同
施
行
令
で
定
め
る
改
定
額
と

同
額
に
改
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
三
鷹
市
常
勤
の
特
別
職
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
議
会
議
員
及
び
常
勤
の
特

別
職
職
員
の
期
末
手
当
の
支
給

率
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

東
京
都
人
事
委
員
会
勧
告
に

伴
い
、
東
京
都
に
準
じ
扶
養
手

当
及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
率
を

改
定
す
る
と
と
も
に
、
給
料
表

及
び
住
居
手
当
の
見
直
し
等
を

行
う
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
退
職
手
当
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

可
決
し
た
議
案

第
4
回
定
例
会

市
長
提
出
議
案

条
　
例

川上郷自然の村

議
員
提
出
議
案

条
　
例


